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令和元年11月 13日 

 

 

埼玉消費者被害をなくす会とイマジン・グローバル・ケア株式会社 

との間で差止請求に関する協議が調ったことについて 

 

 

消費者契約法第39条第１項の規定に基づき、下記の事項を公表する。 

 

記 

 

１．協議が調ったと認められるものの概要 

（１）事案の概要 

  本件は、適格消費者団体である特定非営利活動法人埼玉消費者被害をなくす会（以

下「埼玉消費者被害をなくす会」という。）が、イマジン・グローバル・ケア株式会

社（以下「イマジン・グローバル・ケア」という。）に対し、同社が販売する「ブロ

リコ」に関する新聞折込広告及び同社Ｗｅｂ広告において同社が行う下記表示①から

表示④までは、次のとおり、不当景品類及び不当表示防止法（以下「景品表示法」と

いう。）第５条第１号（※１）の規定に該当するとして、各表示の使用停止及び適切な内

容への変更を申し入れた事案である。 

 

 ア ブロッコリーの効果に関する表示 

イマジン・グローバル・ケアが有する特許は、その発明の名称、特許請求の範囲

及び発明の詳細な説明をみても、特殊な技術によってブロッコリー等から自然免疫

活性化作用を有する組成物を抽出することができるという範囲でしか特許権の範囲

は及ばないと思われるところ、ブロリコが当該作用を有する組成物を利用して製造

されたものであったとしても、それを摂取することで得られる効果は自然免疫機能

が活性化されることに尽きるのであって、元気パワーが出ることにまで特許が付与

されているとはいえないと考えられる。 

にもかかわらず、下記表示①等がなされると、これらの表示全体から、一般消費

者は、ブロリコを摂取すると驚きの元気パワーが生じるよう誤認すると考えられる

ので、当該表示は、特許権の範囲を超えた効果があると誤認させる表示として、同

号に規定する優良誤認表示に該当する。 

 

 イ 特許と関連した表示 

特許権を取得した（又は取得しようとした）ものについては、当業者（その発明の
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属する技術の分野における通常の知識を有する者）が公開内容を見て、当該発明の

課題を容易に実施可能であることが特許要件の一つとなるところ、下記表示②の

「他社に真似できない」、「技術をもっているのは当社だけです」との表現は、特許

権が付与されていることと矛盾するのみならず、イマジン・グローバル・ケアのみ

が有する特殊技術によってブロリコが製造されたとの印象を与える表示であって、

ブロリコが事実に相違して競争業者に係るものよりも著しく優良であると一般消費

者に示す表示として、同号に規定する優良誤認表示に該当する。 

 

ウ 強調表示と打消し表示に関する表示 

イマジン・グローバル・ケアは、下記表示③の強調表示を行っている反面、その

打消し表示として、1,000 倍というのは比活性の値比較にすぎないこと、また、精

製前のブロリコで比較すると約140倍にすぎないことを表示している。 

しかしながら、1,000 倍ではない例外があることについて必ずしも大きな文字で

分かりやすく表示がなされているとはいえないことや、打消し表示に比活性や活性

率等の専門用語が用いられていることから、打消し表示が一般消費者にとって分か

りやすい表示とはいえない。 

したがって、本件の打消し表示は一般消費者に正しく理解されないものとして有

効とはみなされず、1,000 倍との強調表示は、同号に規定する優良誤認表示に該当

する。 

 

エ 体験談表示に関する表示 

下記表示④のうち、前者の例について、ブロリコが本当に野菜不足を補うのであ

れば景品表示法上の問題は生じないが（そうであれば根拠資料が必要）、そうでな

い場合、当該例の表示は、同号に規定する優良誤認表示に該当する。また、後者の

例についても、体調を崩さなくなるとの効果についての根拠資料が必要になる。 

 

・表示① ブロッコリーの効果に関する以下の表示 

・「ブロッコリーの新しいパワー」（新聞広告） 

・「驚きの元気パワー」（新聞広告） 

・「『ブロリコ』のパワーは，非常に高い」（新聞広告） 

・「元気成分『ブロリコ』のパワーがあなたの体を守ります」（新聞広告） 

・「大きなパワーを持つ」（Ｗｅｂ広告） 

 

・表示② 特許と関連した以下の表示 

・「他社に真似できない世界初の成分」（新聞広告） 

・「技術をもっているのは当社だけです」（新聞広告） 
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・表示③ 強調表示と打消し表示に関する以下の表示 

・「驚きの元気パワーはプロポリスの1000倍以上」との強調表示とそれを打ち消

す表示（新聞広告） 

 

・表示④ 体験談表示に関する表示 

・体験談表示中の例えば「野菜不足を補ってくれているみたい」（新聞広告） 

・「体調を崩しやすくで悩んでいたのが，一週間で効果を実感しはじめ，季節の 

変わり目でも元気に過ごせるようになった」（Ｗｅｂ広告）等の効果表示 

    

  （※）不当景品類及び不当表示防止法 

第五条 事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに該当

する表示をしてはならない。 

一  商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のものよ

りも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似の商

品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると示す表

示であつて、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害す

るおそれがあると認められるもの 

二 ・三  〔略〕 

注）上記の差止請求が行われた日現在の規定 

 

（２）結果 

  平成 30年 11月７日、イマジン・グローバル・ケアは、埼玉消費者被害をなくす会

に対し、表示①の「驚きの元気パワー」を「健康パワー」に（表示③も同様）、「元気

成分『ブロリコ』のパワー」を「健康成分『ブロリコ』のパワー」に、また、表示②

を「当社が発見した世界初の成分」、「サプリメントとして販売しているのは当社だけ

です」に修正するほか、他の表示についても上記の申入れに対応する旨を連絡した。 

  これを受けて、令和元年８月 27 日、埼玉消費者被害をなくす会は、上記の申入れ

の該当表示はいずれも削除されたことを確認し、申入れの趣旨に沿う内容の改善がな

されたものとして、申入れを終了した。 

 

２．適格消費者団体の名称 

特定非営利活動法人埼玉消費者被害をなくす会（法人番号 1030005001873） 

 

３．事業者等の氏名又は名称 

イマジン・グローバル・ケア株式会社（法人番号 8010001141743） 

 

４．当該事案に関する改善措置情報（※）の概要 

なし 
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（※） 改善措置情報とは、差止請求に係る相手方から、差止請求に係る相手方の行為の停止

若しくは予防又は当該行為の停止若しくは予防に必要な措置をとった旨の連絡を受けた

場合におけるその内容及び実施時期に係る情報のことをいう（消費者契約法施行規則第

14条、第28条参照）。 

以上 

 

 

 

 

 

【本件に関する問合せ先】 

消費者庁消費者制度課  電話：03－3507－9165 

URL：https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_system/index.html 


